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東 京 に お け る 貨 物 輸 送 問 題
東日本橋の問屋・商業地区を主題として






































































































年は15万台,1967 年,1968 年は20万台，1969 年は実に25万台の増加で，
その後，増勢は若干鈍化する。これがため東京都民一人当りの自動車の台数
は，1960 年には16人に1 台であったのが，1969 年には6 人に1 台となった。
こうした急激なモータリゼーションの進展にたいして道路の拡充が遅れて
いるのだから，都内の各所に交通渋滞が増加してくることは当然である。警




































































車 規 則 は 守 れ ない 無 法 地 帯 で あ る 。
東 京 路 線 ト ラ ッ ク委 員 会 の 調 査 に よ る と， 第4 表 の 通 り首 都 圏 に お け る 小
口貨 物 の 配 達 先 は 中 央 区 がし.8 ％ で ト ップ で あ り，2 位 の 台 東 区 を 大 きく 引
き は な し てい る 。 問 屋 商業 地 区 の ラ ッ シ ュ ア ワ ー は， 午 前 の10 時 ～12 時 と午
後 の1 時 ～4 時 で ， 朝 晩 は む しろ すい て い る 。 こ の 地 区 の ラ
ッ シ ュ ア ワ ーに
は 乗 用 車 の マ イ カ ー は全 体 の2 ％ ぐ らい で， 圧 倒 的 な の は業 務 交 通 だ か ら，
マ イ カ ー の規 制 は こ こ で は 交 通 渋 滞 の 緩 和 に 余 り役 立 だ ない 。
東 京 の 都 心 部 に お け る 丸 の 内 ・霞 ヶ 関 の ビ ジ ネ ス セ ン タ ー と 官 庁 街 が 人 間
の 輸 送 が 中 心 で あ る と す れ ば， 東 日本 橋 の問 屋 ， 商 業 地 区 は 貨 物 の 運 送 が 中
心 で あ る。 人 間 は あ る 輸 送 を規 制 し て も 他 の 代 替 輸 送 機 関 を 利 用 す る こ とが






































商品 と引換 えに 現金 が支払 われる
である。抄ト売とか，見本により取引を決め，商品は別の場所一倉庫等か
ら 配 達 さ れ る とい う よ う な や り 方 で は な い の で あ る 。 前 者 は い わ ゆ る 『 正 札
販 売 』 で あ る が ， 後 者 の 場 合 は 同 一 の 商 品 で も 相 手 方 に よ り 価 格 が 相 違 す る
場 合 か お る 。 横 山 町 奉 仕 会 の 「35 年 史 」 は つ ぎ の よ う に の べ て い る 。
「 今 日 の 現 金 閣 屋 と し て の 基 礎 ぽ 震 災 （1923 年 の関 東 大 震 災 ） を 機 会 に 発 達 し
て き た と 言 え よ う 。 震 災 以 前 の 卸 問 屋 は 店 頭 に 商 品 は あ ま り 出 し て な く ， 客
が 来 る と 指 定 の 商 品 を 取 り 出 し て 見 せ る 方 式 の 経 営 が 主 で あ っ た 。 し か し 小
売 店 の 方 は ‾ 歩 販 売 の 方 式 が 前 に 進 ん で 頻 り・ 明 治 中 期 以 後 は ガ ラ ス 陳 列 窓
な ど を取 り 入 れ て ， 店 頭 陳 列 装 飾 を 行 な う よ う に な り， こ れ に 関 連 七 て 正 札
販 売 を実 施 す る 店 舗 が 多 く な っ て き だ し た 。 し た が っ て ， か け 値 と か 符 ち ょ
う 販 売 は す た れ 出 し て 小 売 店 は 販 売 手 数 料 を 取 る（ コ ミ ッシ ョ ン・マ ーチ ャン ト）
商 人 と な っ て ， 販 売 革 新 が 次 第 に 浸 透 し て き た 。 一 方 問 屋 は 旧 慣 習 に 馴 れ て ，
な か な か 新 しい 販 売 方 式 が 取 り 入 れ ら れ な か っ た 。 し か し 震 災 後 は ど の 店 も
バ ラ ッ ク か ら 出 発 し た た め ， 現 品 を 店 頭 に 置 く か ， ま た は サ ン プ ル 全 部 を 陳
列 す る方 法 に 変 っ て き た 。 旧 来 は タ ク ミ の 上 で 行 な っ た 商 売（座 売 り）か ら 立
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ち 売 り に 変 り， 更 に サ ン プ ル 全 部 に 正 札 を 付 け る よ う に な っ て き て ， こ れ が
ど の 商 品 に も取 り上 げ ら れ る よ う に な り， 販 売 方 式 に 新 し い 手 法 を 取 り入 れ
る 店 が 横 山 町 で は 多 く な っ て き た 。 こ の 方 法 が 今 日 の 現 金 売 り 問 屋 の 基 礎 と
な っ た 」（「35 年 史 」44 頁 一 傍 点 大 島 ）
本 稿 の 主 題 と し て 重 要 な る 問 題 は 「 現 金 問 屋 」 の 場 合 ， 取 引 の 決 定 と 商 品
の 受 渡 が 不 可 分 な こ と で あ る 。 見 本 に よ り 取 引 を 確 定 し 商 品 は 別 の 場 所 一
倉 庫 等 か ら 配 送 す る と い う 方 式 と 異 り， い わ ゆ る 商 流 と 物 流 が 一 体 化 し て い
る 。 大 阪 の 丼 池 の 場 合 が こ れ と 同 様 で ， こ れ が た め 店 舗 は 商 品 の 陳 列 場 で あ
る と と も に ， 他 面 倉 庫 の 機 能 を も ち ， あ る い は 荷 捌 や 荷 造 場 と な る 場 合 も あ
る （ 戦前 は 階上 が店 主 ・従 業 員 の 住 居 で もあ っ たが ， 敗戦 後 は店 舗 の スペ ー ス拡 大 の
必 要 か ら ，住居 は分 離 し ， 通勤 と な っ た）。
東 日 本 橋 地 区 卸 問 屋 共 同 配 送 研 究 会 の 調 査 （r 輸 送経 済 」 昭 和49 年10 月19 日）
に よ る と ， 仕 入 商 品 の 到 着 場 所 は 自 社 店 舗 が 全 体 の75.9 ％ を 占 め て お り， 自
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る と 正 午 ， す る と こ う 七 た 仕 入 客 が 昼 に は き ま っ て 集 る 埼 玉 屋 食 堂 で 昼 食 を
す ま せ る 。 午 後 は 買 つ け を 続 け る が ， 装 粧 品 関 係 の 業 者 が 多 い の で ， ど う し
て も 商 品 が こ ま ご ま し て お り 買 つ け は 案 外 手 間 の か か る 仕 事 な の だ と い う 。
し か し 問 屋 も 小 売 店 も さ す が に 手 な れ た も の で ， 雑 多 な 商 品 の 決 済 で も ソ ロ
バ ン 片 手 に あ っ と い う 間 も な く す ま せ て い る 。 そ れ か ら 包 装 を み て い て も 小
気 味 よ い ス ピ ー ド 処 理 で あ る 。 し か も そ の 間 に 仕 入 客 は 価 格 の 変 動 ， 商 品 の
新 傾 向 ， 荷 動 き ， 問 屋 の 商 況 な ど に 全 神 経 を く ば っ て い る の で あ る 。 か れ こ
れ 午 後 に4 時 間 は た っ ぷ り 仕 ご と が で き る 。 仕 入 れ た 荷 は 鉄 道 な い し ト ラ ッ
ク で 送 っ て も ら う が 大 て い 一 か か え ， 二 か か え の 商 品 は 自
分 で も っ て 帰 る 。
上 得 意 の そ う し た 商 品 は ， 問 屋 の サ ー ビ ス で 自 動 車 の 荷 台 に の せ て 発 車 時 刻
近 く に 店 員 が 両 国 駅 へ 運 ん で く れ る 。 両 国 発 の 総 武 本 線 は 夕 方 坤 時00 分 一 本
で あ る の で ， 大 て い そ れ で 帰 る が ， そ の 時 分 の 両 国 駅 改 札 口 に は ， 小 売 屋 さ
ん の 商 品 を あ ず か っ た 問 屋 の 店 員 さ ん を 何 人 も 必 ず み っ け る こ と が で き る 。
こ の 汽 車 に の り 込 む と ，21 時10 分 銚 子 に 帰 る こ と が で 。





こ の よ う に し て 関 東 一 円 の 小 売 業 者 は 一 ヵ 月 に す く な く も3 回 は こ こ へ 足
を 運 ぶ と い わ れ る 。 こ と に 月 の3,4,5 の 日 は 割 引 売 拙 し と な っ て い る の で ，
買 出 し め 人 々 が っ め か け る 。 ト
ま た 地 方 に は ， 便 利 屋 と よ ば れ る 商 売 が あ っ て ， そ の 人 た ち が 毎 日 問 屋 街
へ 出 向 い て く る 。 関 東 一 円 の 市 制 を し く 地 域 に は 必 ず2,3 人 の そ う し た 商
人 が あ っ て ， 手 数 料 を も ら っ て ， 数 軒 の 小 売 業 者 の 雑 用 を 一 括 し て 処 理 し て
い る 。 小 売 業 者 仏 わ ざ わ ざ 問 屋 街 へ 出 向 く ま で も な い 用 件 は 便 利
屋 に 頼 ん
で す ま す の で あ る 。
割 引 売 出 し の こ と が で た の で 附 言 し て お く が ， こ こ の 割 引 売 出 し は ， 一 般
消 費 階 級 の 市 民 が ， 小 売 商 店 街 の 歳 暮 売 出 し な ど で 経 験 す る よ う な も の と は
ち が っ て ， ぐ ん と 大 が か り な も の で 最 下 等 の 賞 品 で す ら 金i 千 円 入 の 大 入 袋
な の で あ る 。 ／
こ う し て 関 東 ， 甲 信 越 ， 東 北 ， 北 海 道 の 広 範 囲 に わ た る 商 圏 を 有 し ， そ の
地 域 の 小 売 商 店 と 強 い っ な が り を 保 っ て い る の で あ る が ， そ の 地 域 の 雑 貨 洋





















































だけが34店で2 割強を占めているが，これ以外の8 割弱は2 台以上というこ
とになる（前掲「35年史」146頁）。
さきにも利用したアンケート調査によると増加した自動車について一番多











































































の 問 屋 は 運 送 会 社 へ 委 託 し ない 理 由 と し て,(1) 配 送 単 位 が 小 口（22.9 ％）,(2 ）
顧 客 側 の事 情 （9.9 ％），（3)顧 客 へ の サ ー ビ ス に 不 安 が 残 る（18.9 ％）,（4）昔 か
ら の 慣 行 （17.9 価）,（6）運 賃 が 割 高（9.5 ％）,（6)商 品 が 特 殊 （7.5 ％）,(7）その 他
（21.5 ％） の 順 に な っ てい る 。 項 目 の理 解 の 仕 方 に っ い て 不 明 確 な 点 は ある が ，(1
）,(2）,(3)（ この三者で61.7 ％） は要 す る に 直 接 的 で あ れ， 間 接的 で あ れ， 運
送 会 社 一 公 共 輸 送 の サ ー ビ ス の不 充 分 な点 に 帰 着 す る も の と 判 断 さ れ る。い
ず れ に して 乱 こ れ が た め経 費 の ロス を 覚 悟 の 上 で 敢 え て 自 家 用 車 を拡 充 し
て き た こ と は 事 実 だ と 思 う。
第5 表 自家用輸送 と営業輸送 の最近 の傾向（輸送トソ数）































か。第6 表は1960年と12年後の1972年を比較したものであるが，1 日1 台当
第6表 東京におけるトラックの集配効率の低下状況






































































次 に,1 ヵ 月1 台 当 た り の 輸 送 費 を 計 算 し て み る と ， 自 家 用 の8 万8 千 円
に 対 し ， 営 業 用 は13 万1 千 円 と 約1.5 倍 高 い 。 こ れ は 走 行 キ ロ が 自 家 用 の1,380
キ ロ メ ー ト ル に 対 し て ， 営 業 用 は2,580 キl== ・ メ ー ト ル で ，1.8 倍 も 多 い
た め で あ る 。 そ こ で ， 走 行 キ ロ を 同 一 に し た1 日1 台 当 た り の 輸 送 費 は ， 自
家 用 の6,300 円 に 対 し て ， 営 業 用 は5,000 円 に す ぎ な い 。
最 後 に ， 運 搬 ド ソ 数 を 一 定 に し て 比 較 す る と ， 自 家 用 の4,300 円 に 対 し て ，
営 業 用 は1,700 円 で ， 自 家 用 輸 送 費 は 営 業 輸 送 費 の2.5 倍 に も 及 ん で い る 。 し
た が
っ
て ， 少 く と も こ の 例 の 場 合 に は 自 家 用 は 不 利 で ， 営 業 輸 送 に 切 換 え る
こ と が 有 利 と の 結 論 が 下 さ れ る 」 （ 前 掲 「 共 同 配 送 の 話 」）
















「物流レ コストの低減を通じて， 燃料費の節減と経営の合理化を 実現すると
いう。こうした政策の発展によって，都の中心部における交通渋滞，排気ガ
スによる環境の悪化を緩和し，新しい街づくりと都市の再開発を目指す遠大















を投じて努力しなければならない ときであるから共同集配・共同集金， デ ポ
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日）。これはまだアドバルーン程度のもの ら しい か，営業一公共輸送の側
において個別経営の枠をこえた統一的な計画が焦眉の問題になりつっある。
横山町や馬喰町の「現金問屋」の流通合理化のための根本的な政策として
は，高層ビル化や移転の問題が提起されている。しかし高層ビル化によって
横山町地区内での流通が合理化されたとしても，この地区へ出入りの周辺の
交通が旧態依然であるならば何等根本的な解決策とはなり得ない。また移転
の方策として五反田に東京卸売りセンターが建設され，その4 ～6 階は現金
問屋のフロアーである。しかし，入居は限界があり， とても横山町や馬喰町
がそっくり入るわけにはい かない。重要なる問題として，さきに横山町問屋
街における利用者の具体的な行動を描写した通りご問屋，商業地区利用者は
交通の便とともに，豊富な商品の種類や,ノ盾報交換の容易さ，さらに衣料品
を中心とした横山町地区をこえた周辺の問屋地区との関連も無視することが
できない。東日本橋の問屋街には全体としで 集積のメリット ’かおり，こ
れは江戸時代以来，歴史的に形成されてきたところである。したがって，仮
りに新しい団地を作って横山町地区全体の収容力があるとしても果して横山
町だけが移転して商業の発展になるかどうか大いに疑問である。
このように考えてくると，根本問題として東京全体の都市改造計画の重要
な柱として東日本橋地区の問屋，商業地区の再編成が検討されねばならない
のである。過去の東京において，大正の末年，日本橋の魚市場が総体として
築地へ移転した歴史をもっている。どんな条件の下に問題が起こり，解決さ
れたか，他山の石である注）。
注） 第一次大戦による日本経済の発展は京浜重工業地帯の成立となり，東京地方へ
も働く人々が大勢集まり，人口が急速に増加した。しかるに1918年の「米騒動」
にみられるように物価がとう貴し都会で働く人々の生活は苦 しかった。他方で，
日本人 の食生活に不可欠の生鮮魚介類にっいて，当時北洋漁業にみられるように
大資本の漁業への進出が顕著になるというような情勢を背景として1923年「中央
卸売市場法」が公布され，封建的な問屋組織の「近代化」が発展する（今の言葉
でい う流通の革新）。
東京の場合，具体的に日本橋の魚市場の築地への移転が問題となる。日本橋の
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魚市場は徳川家康による江戸幕府の成立とともに「御用商人」として発展してき
た永い歴史がある。一般的に商業の場合，店舗の「場所」は商売の盛衰に至重の
影きょうをもっている。新しい制度の下に発足する築地においては生産者＝漁師
と問屋の関係が，日本橋におけるような「前期資本」的な従属関係を合理化し，
公開のそり市とするとともに,問題の問屋店舗の「場所」1,800 ヶ所は二年毎の抽
せん心より交代 されるので，歴史的な「場所ゴの特権は消滅する。これがため日
本橋の魚河岸の経営者たちは，先祖代々「御用商人」として認められて きた「湯
所」の権利の補償を要求した。魚は戸板ぐらいの大きさの板の上にならべて売る
ので，その板1 枚を単位とした「板舟権」の要求額が莫大な金額になり重大問題
となった。
当時，魚の市場は日本橋の外，千住，芝金杉，大森等にもあり，これらを合し
て1923年12月築地へ集中，移転が実現する。かくして東京の卸売組織は，第一次
大戦後にいたって江戸幕府以来の前近代的な組織が近代化 され，現在に至るの で
ある。しかし，設立当時立派で充分なスペ ースをもった築地市場も高度経済成長
の中から狭論となり，他方生鮮食料品を扱うので衛生的にも問題かおり，新たに
大井埠頭に建設中で，これも東京の都市改造の重要な問題点である。
（日本橋区史，日本経済史辞典「魚市場」等参照）
